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1． 縄文時代の社会 

① 経 済 の 基 盤  狩 猟 ・ 採 集 ・ 漁 撈 な ど の 採 集 活 動  
② 集 落 の 形 成  環 状 集 落 ・ 墓 ・ 貯 蔵 穴  
③ 高 度 に 発 達 し た 技 術  縄 文 土 器 、 打 製 ・ 磨 製 石 器  
④ 広 範 な ネ ッ ト ワ ー ク  黒 曜 石 ・ ヒ ス イ ・ 土 器 な ど  
⑤ 信 仰 ・ 祭 祀  土 偶 ・ 土 版 ・ 石 棒 ・ 石 剣 ・ 石 製 品 な ど  
 

2． 縄文土器 

【縄文時代６時期の特徴】 

草創期 土器・石鏃の出現 石槍（尖頭器）の使用 〈晩氷期の時代〉  
早 期 本格的定住生活の開始（集落形成）    〈後氷期の時代〉  
    貝塚の形成 骨角製釣針・刺突具の使用 
前 期 大規模集落・集団墓の形成 地点貝塚の形成  〈最温暖化の時代〉 
    木工技術の完成 布づくり 漆技術のはじまり 
中 期 大規模集落の展開 遺跡数の爆発的増加 大形土器の使用 
    石皿・磨石などの加工具が生産用具の主体を占める 
後 期 大形貝塚の形成 磨消縄文の発達 注口土器の安定 
    粗製土器と精製土器の分化 塩づくり  
晩 期 遺跡数の減少 呪術的・祭祀的遺物の増加 



3． 二宮町の縄文時代 

 

林ノ台遺跡（№30） 標高：144m 

 遺構：竪穴住居状落ち込み遺構、土壙 

 土器：早期（田戸下層式・下吉井式）、前期（諸磯 C式）、中期（五領ヶ台式・加曽利 EⅡ式） 

 石器：石皿・磨石・凹石・敲石 

 

一色遺跡（№９） 標高：65m 

 遺構：土壙 

 土器：早期（田戸下層式・三戸式）、前期（諸磯式）、中期（五領ヶ台式・加曽利 E式）、後期

（堀之内式・加曽利 B式）、晩期（安行３ｂ式）  

 石器：石皿・磨石・凹石・打製石斧 

 

平台遺跡（№10） 標高：83m 

遺構：地床炉・配石遺構 

土器：前期（十三菩提式）、中期（五領ヶ台式・勝坂式・加曽利 E式）、後期（堀之内２式・加

曽利 B1 式） 

石器：打製石斧・石錘・石鏃・石匙 

自然遺物：ナガスクジラ・マイルカ・マイルカの一種 

 

等覚院境内遺跡（№17） 標高：15m 

遺構：不明 

土器：前期（諸磯ｂ式）、後期（堀之内１式・加曽利 B3式・安行１式・安行２式）、晩期（安行

３ａ式・大洞 B-C式） 

石器：石皿・磨石・石錘・磨製石斧・石棒 
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